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１
４

日
に

予
定

さ
れ

て
い

た
平

治
宿

ソ
ー

ラ
ー

発
電

設
置

作
業

は
、

雨
の

た
め

中
止

の
連

絡
が

あ
っ

た
が

、
天

候
の

早
い

回
復

が
予

想
さ

れ
た

の
で

、

前
日

の
決

定
を

提
案

し
、

１
５

日
の

実
施

と
な

っ
た

。
 

池
原

に
午

前
８

時
着

、
用

を
足

し
持

経
へ

向
か

う
。

途
中

、
石

ヤ
塔

に
は

車
が

５
台

。
三

脚
を

立
て

た
カ

メ
ラ

マ
ン

が
１

０
名

ほ
ど

い
て

、
早

朝
か

ら

賑
わ

っ
て

い
る

。
 

持
経

宿
に

は
午

前
８

時
４

０
分

着
。

前
夜

泊
し

た
青

木
さ

ん
が

出
発

し
て

間
も

な
い

よ
う

で
、

ス
ト

ー
ブ

は
ま

だ
暖

か
い

。
 

荷
物

の
準

備
を

し
て

９
時

少
し

前
に

平
治

宿
へ

と
出

発
し

た
。
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り
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け

準
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設
置

完
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 平
治

宿
到

着
後

、
す

ぐ
に

作
業

を
始

め
る

。
 

屋
根

に
は

ま
だ

少
し

湿
り

気
が

あ
り

滑
り

や
す

い
の

で
、
排

煙
塔

に
ロ

ー

プ
を

付
け

て
移

動
の

安
全

を
確

保
す

る
。

 

パ
ネ

ル
に

取
り

付
け

金
具

を
付

け
て

屋
根

に
持

っ
て

上
が

り
取

り
付

け
位

置
を

決
定

。
地

上
へ

下
ろ

し
て

分
解

、
穴

あ
け

、
再

組
立

し
て

、
７

回
登

り

降
り

し
て

パ
ネ

ル
の

設
置

を
完

了
。

コ
ー

キ
ン

グ
と

接
続

を
終

え
、

屋
根

か

ら
脚

立
を

外
し

た
の

は
午

前
１

１
時

３
０

分
だ

っ
た

。
 

室
内

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ボ

ッ
ク

ス
を

取
り

付
け

た
と

こ
ろ

で
１

２
時

に
な

り
昼

食
に

す
る

。
 

午
後

、
室

内
の

配
線

を
始

め
る

。
児

島
さ

ん
は

L
E

D
電

球
を
４

個
用

意

し
て

い
た

が
、

小
屋

の
大

き
さ

等
か

ら
２

個
で

充
分

と
判

断
し

、
２

ヶ
所

に

ソ
ケ

ッ
ト

を
設

置
す

る
。

 

概
ね

接
続

が
完

了
し

て
、

平
治

宿
に

初
め

て
の

ソ
ー

ラ
ー

照
明

が
点

灯
し

た
の

は
午

後
１

時
２

０
分

だ
っ

た
。

 

ス
マ

ホ
、

携
帯

電
話

の
充

電
設

備
も

取
り

付
け

た
。
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 作
業

を
す

べ
て

終
え

、
室

内
を

清
掃

し
た

後
、

平
治

宿
を

離
れ

る
。

 

持
経

宿
へ

向
か

う
前

に
水

場
の

確
認

に
降

り
た

。
水

槽
に

は
水

が
あ

ふ
れ

、

上
か

ら
絶

え
間

な
く

水
が

流
れ

落
ち

て
い

る
。

当
分

水
の

心
配

は
し

な
く

て

済
み

そ
う

だ
。

 

奥
駈

道
は

殆
ど

の
木

々
が

落
葉

し
、

地
上

に
落

ち
葉

が
敷

き
詰

め
ら

れ
て

足
音

も
「

カ
サ

、
カ
サ
」

と
、
晩
秋

の
魅
力

た
っ

ぷ
り

だ
。

 

午
前

７
時
頃

ま
で

降
っ

て
い

た
雨

も
す

っ
か

り
あ

が
り

、
風

が
強

い
が
好

天
と

な
っ

た
。
思

っ
た

よ
り

気
温

が
高

く
、

登
り

で
は
若
干
汗

を
か

く
。

 

持
経

宿
に

到
着

後
、
お
湯

を
沸

か
そ

う
と

し
た

が
ガ

ス
ボ

ン
ベ

が
空

に
な

っ
て

い
る

。
新

し
い

物
を
探

す
が
見
つ

か
ら

な
い

。
児

島
さ

ん
の
魔
法
瓶

に

残
っ

て
い

た
お
湯

で
コ

ー
ヒ

ー
を
入

れ
て
休
憩

、
掃
除
機

で
室

内
を

掃
除

し

て
午

後
３

時
４

０
分

持
経

宿
を

離
れ

る
。
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の
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手
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で
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た

。
 

    

 
 

 
 

 

平
治

宿
出

発
 

 
 

 
 

平
治

宿
水

場
の

状
況

 
 

 
 

 
 

持
経

宿
到

着
 

  行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    
 

池
原

8
:0

0
→

8
：

4
0
持

経
宿

9
:0

5
→

9
：

5
5
平

治
宿
・
作

業
→

1
2
：

0
0
昼

食
1
2
：

4
0
→

作
業
→

1
3
：

5
5
持

経
宿
→

1
4
：

5
0
持

経
宿

1
5
：

4
0
→

 

1
6
：

2
0
池

原
 

 

( 記
 

梶
野

) 

 


